
まえがき＝近年，自動車衝突時における乗員保護の観点
から衝突安全性の高い車体構造が求められている。この
ため，ボディ骨格部材に対して板厚の増加，補強部品の
追加などが行われており，車体重量は増加する傾向にあ
る。一方で，地球環境保護の観点から自動車の車体軽量
化による燃費の向上が求められている。これら相反する
二つの要求を同時に満足するために，ボディ骨格部材の
高強度化が進んでいる1）。特に，側面衝突のように極力
変形を抑える必要のある部位には 980MPa を超える高強
度鋼板の適用が増大しており，また，熱処理技術を利用
することで，1,470MPa 級まで高強度化された部品が実
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